






ソフトバンクCM「５Gってドラえもん」より

あの子たちの可能性が広がった

とは言っても制限あったらだめだよ。ドラえもんが出してくれた道具使わないで見てろってのと同じ

『タケコプター』のせてただ歩いてるみたいな

『どこでもドア』持って移動してるとか

ま、せっかくいろいろできるのに可能性は制限しないでほしいな

あの子たちの未来も







＜ 目 標 ＞
・国の方針（平成29年度告示学習指導要領ｐ．１５より抜粋）
これからの学校には，こうした教育の目的及び目標の達成を目指しつつ，一人一人の児童が，自分のよさや
可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々
な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の作り手となることができるようにする
ことが求められる。
・附属小の方針（学校教育目標）
勤労をいとわない、自主的精神の旺盛な、人間性豊かなよき社会人を育成する。

GIGAスクール構想の実現の先に見える児童の姿

目標は、ＰＣのできる児童ではなく、ＰＣを活用して＋αができる児童！

具体的には



モラル マナー 正しいという感覚

社会のルール 法律

学校のルール（大原則）

可能性は
制限しない

文房具のように
使えそう

コミュニケーション
ツール

振り返りの蓄積

まだまだ
ありそうです



















OSの選択肢
・WINDOWS（MICROSOFT社）
・MAC       （APPLE社）
・CHROME    (GOOGLE社)

⇒この三択

子供たちが将来使うであろう
機種は間違いなくWindows



WindowsOSなら、OSのサポート期間が１０年
→小学校入学から、中学校卒業までカバー

WindowsOSなら、大規模環境の管理のメーカー提供あり
→児童のPC管理に関わる負担を大幅に軽減

WindowsOSのクラス運用は本来有償だが、埼玉大学附属小
は無償で提供できる環境下にある。（後述）



OFFICE 365 EDUCATION A1 概要



https://blogs.windows.com/japan/2020/

04/15/onlinelesson_microsoft-teams/

詳しくは、こちらを参照



Microsoft Teams 

統合デジタル教室/ワークプレイス
＝以下のツールが統合された

共同作業を効率的に行うためのネット上の仮想教室

チームチャット（チャットベースコラボレーション）

チャット

遠隔授業

テレビ会議

電話

ファイル共有

協働学習

＋

＋

＋

＋

共同編集で書類作成を時短

手間のかかる社内メール・会議を半減

リンク/ゲストアクセスで安全なファイル共有

会議効率化

メール:社外連絡、チャット:通常社内連絡、社、
社内SNS:全社連絡手段として使い分けるこ
とで、コミュニケーションの効率・頻度は向上

チャットで更新履歴を共有しつつ、Teams上
のファイルを、Officeアプリで直接同時編集
することで、効率的に作業分担

• リンク共有により、メール容量を削減し、常に最新版にアクセス
でき、権限のある人にだけ開示できる等の効果あり

• 社外には、ワンタイムパスワード付リンクで安全に共有

• OneNoteで、議事録を会議中に共同作成

• Plannerで、決定したタスクを割当て進捗を可視化

• Streamで、会議を録画し、欠席者に共有

• PowerBIで、リアルタイムデータ参照して意思決定

+様々なアプリとの組合せでより効果を発揮協働学習を効率的に行うための環境

https://support.office.com/ja-jp/article/Microsoft-Teams-%E3%81%AE%E3%82%AF%E3%82%A4%E3%83%83%E3%82%AF-%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%88-422bf3aa-9ae8-46f1-83a2-e65720e1a34d?ui=ja-JP&rs=ja-JP&ad=JP


○ソフト面の故障、ハード面の故障、どちらの場合も同じ会社の故障対応を受けられる
お住まいの地域にもよりますが、在庫や出荷の遅延がなければ、通常、発送から 3 ～ 12 営業日ほどで Surface が返
送されてきます。Surface Studio の場合はエージェントが対応するため、これより早くなる可能性があります。
（Microsoft オフィシャルサイトより）

→修理対応の迅速さ
（研究実践校という性格を持つ本校にとって、修理対応の迅速さは必須）

「立命館小学校 ICT教育部長英語科教諭 Global Teacher Prize 2019 Top10 Finalistの正頭英和氏の証言より」



１１８０ｇ ９８０ｇ １３８０ｇ １１４５ｇ ７７７ｇ WindowsOSでは
ほとんどの機種が
１ｋｇ近い重量
の中、



１．子供が今後活用していくOSと
予想できる

２．TEAMSを使うことが、システム・研究
の上で有効と考えている

３．スペックとランニングコストを見ても
価値があると判断できる

４．OFFICE A３を使って、
子供の可能性を伸ばすことができる





既に変更になっている
部分もあります。



（教員用） 【①キントーンの役割】 キントーン＝教員間、教員・保護者間の連絡ツール（報告、連絡、共有など）

教

員

保
護
者

キントーン
（教員管理）

健康観察簿・出席簿

指
導
要
録
（
様
式
１
）

指
導
要
録
（
様
式
２
）

次
年
度

準
備

アカウント設定

【アカウント管理】

（管理者）
①新１年生
クラスごとにID
とパスを設定す
る。
※新入児童保護者会

②２～５年生
組織の割振を変
更する。
２年生
→R○３年生など
※始業式の日変更

③卒業生
期間を設け、ア
カウントの削除
をする。
※中学校入学式

次
年
度

開
始

アカウント設定

【アカウント登録】

（保護者の流れ）
①新１年生
新入児童保護者会

ID・パス
ワードを受け取
り、登録をする。

②２～５年生
新年度開始まで
に再設定される
ので、待つ。

③卒業生
一定期間後、ア
カウントが削除
される。
中学校入学式

学
校
通
信
・
学
年
通
信

Ｐ
Ｔ
Ａ
文
書

通知表

児童・保護者
基本情報
入力

家
庭
調
査
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保
健
調
査
票

災
害
時
カ
ー
ド

年度当初提出関係

学校評価（集計）

年度当初提出関係

教職員
基本情報

児童・保護者
ID・パスワード
名簿登録

健康観察簿・出席簿
（集計）

学
校
評
価

（
集
計
結
果
）

キントーン
（保護者閲覧）

アプリ

学校評価（入力）

PTA理事
PTA各部会

アプリ

PTA総会議決
（入力）

成績一覧（入力）

学籍情報一覧
（入力）

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
資
料

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

資
料

学
校
通
信

学
年
通
信

健康観察（入力）

保
護
者
閲
覧
文
書

教
員
作
成
文
書

学
年
末

学
期
末

月
末

毎
日

学校日誌

学校日誌
アプリ

年
度
初
め

プールカード等
（家庭からの健康状況報告）

ＰＴＡ総会報告

保
護
者
報
告
関
係

ＰＴＡ常任理事会
各学年ＰＴＡ
ＰＴＡ各部会

ＰＴＡ理事活動

児童・保護者
ID・パスワード

登録

アプリ



（教員用） 【②MICROSOFT TEAMSの活用】 MICROSOFT TEAMS＝教員間、教員・児童間の検討ツール（情報共有、共同作業やその過程をともにする場）

教

員
（
担
任
・
授
業
者
）

児
童

Microsoft Teams
（教員部分）

次
年
度

準
備

次
年
度

開
始

児童
ID・パスワード
【設定】

学
期
末

Microsoft Teams
（児童個人）

児童
ID・パスワード
【受け取り】

自分の
ID・パスワード
ログイン

無線ＬＡＮ設定

朝の会・帰りの会
学級活動（HR等）
【オンラインで参加】

課題
【提出・受取】

朝の会・帰りの会
学級活動（HR等）
【オンラインで参加】

課題
【提出・受取】

健康観察
学習状況調査

健康観察
学習状況調査

クラスのチーム

授業のチーム

課題
【提出・受取】

クラスの児童
ID・パスワード
【設定】

出授業の児童
ID・パスワード
【設定】

朝の会・帰りの会
学級活動（HR等）
【オンラインで参加】

ペア・グループ間
交流の補助
【オンライン】

課題別グループ
交流の補助
【オンライン】

課外・校外
休業中

活動の支援
【オンライン通信】

ペア・グループ間
交流

【オンライン】

課題別グループ
交流

【オンライン】

課外・校外
休業中
活動

【オンライン通信】

課題
【提出・受取】

クラスのチーム 授業のチーム
それぞれの
チームに参加※個人によって参加チーム数は変わってくる。

必要に応じて
チームを作成

※教員によって作成
チーム数は変わる。

キントーン
（教員管理）

成績一覧
（入力）

通知表

指
導
要
録
（
様
式
２
）

○Ｔｅａｍｓ運用の善し悪しは教員次第
○オンライン・双方向のメリットを生かす

Microsoft Teams
（保護者利用）

個人面談

教育相談

生徒指導

サポーター

サポーター

アカウント設定

【アカウント】
（担当する係）
①新１年生
クラスごとにID
とパスを設定し
て申請する。
※大学に確認

②卒業生
期間を設け、ア
カウントの削除
をする。
※大学に確認

（担任・授業者）
①２～５年生
チームの割振を
変更する。
※最後の授業時
に解散する。

アカウント設定

【児童用端末】
（サポーター）
①新１年生

ID・パスワード
登録をする。

②新しい端末の
使用者が変更
するときに、
無線ＬＡＮ設定
を行う。

③卒業生
一定期間後、ア
カウントの削除

長期休業期間中

Microsoft Teams
（教員間利用）

各部、係会

学年部会

研究部会

【よさを生かした活用】
同時書き込み可

複数デバイスからのアクセス可
チーム内会議の開きやすさ

PTA各部会



GIGAスクール構想を進める中で
心に残った言葉

どうすれば使用してもらえるかを
考える必要はないかもしれない。
人は、便利ならば自然と使うもの。

（Fじた先生）

先生！全員にペンっていらなくないですか？
人によって便利な道具は違うと思います。
とりあえず、ぼくはBluetoothのマウスを持ってきたいです。

（６－３ H村くん）

まず大原則。
人はルールを超えてくる。

（Y太朗先生）

自分は、この仕事をやってると
ワクワクする。
子供にも先生にも楽しんでほしい。
そうすればGIGAは成功する。

（Sおもり先生）

我々が目指すのは
自律した学習者です。

（Microsoft担当者）



目標は、ＰＣのできる児童ではなく、ＰＣを活用
して＋αができる児童！
そして、教員がより個性を発揮して授業に臨める
ようになること！

実 践

○いかに、今の子供たちの学び方が便利になるか
を考えていくこと

○効率的に学習を進めること
○学びの選択肢を増やすこと（個別最適化）

学
校
研
究
と
関
連
づ
け
て

教
科
研
究
と
関
連
づ
け
て

個
人
研
究
と
関
連
づ
け
て

児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て

社
会
に
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

やらされるのではなく
先生方が選んでできる

まずは
今行っている実践で
使えそうなところから



一斉学習での活用 個別学習での活用 協同学習での活用 遠隔授業の実施

AI 等と共存するための「文章や情報を正確に読み解き対話する力」「科学的に思考し活用する力」
「新しい価値を見つけ出す感性と力、好奇心・探求力」の育成

評価への活用 家庭への連絡手段 校外学習での活用 反転学習での活用

目標は、ＰＣのできる児童ではなく、ＰＣを活用して＋αができる児童！
そして、教員がより個性を発揮して授業に臨めるようになること！




